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担当：馬場俊明放射線だより

ヴィルヘルム・コンラート・レントゲン

------------------ 医療放射線安全管理委員会 ------------------

Coｎe-Beam CTの利用
当院では血管撮影室で行われています。

透視装置の管球を200°回転させ撮影するCT画像（CT like image）です。
血管検査・治療では、目的の血管を立体視し、的確にカテーテルを進めて治療

するために利用されています。
また、立体画像も得ることができ、透視画像にFusionすることができます。

この機能を様々な診療科でも活用できると思われます。
品質と安全確保の為、この３Dの機器点検は、定期的に行っています。

C-CTにおける標的血管
のマーキング

血管撮影室の検査・治療実績①肝動脈塞栓術（TACE）②気管支動脈塞栓術
（BAE）③PTCD/PTGBD/PTGBA④PTPE⑤門脈血栓除去術/門脈ステント
留置術。

門脈血栓除去術/門脈ステン
ト留置術。

TACE後のC-CTMIP画像

（文責：佐々木）
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X線単純撮影での
生殖腺防護を廃止します

こちらのポスターを
・放射線科（受付横のインフォメーション・一般撮影室前）
・整形外科外来
に掲示しております。
ご不明点などありましたら診療放射線技師までお問合せください。
より良い撮影業務のためにご協力お願いします。（文責：金浜）

当院では、
2023年10月1日
より生殖腺防護を
廃止しました。


